
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 北海道介護福祉学校 
設置者名 栗山町 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

専門課程 

介護福祉学科 
夜 ・

通信 
1386単位時間 160単位時間  

 
夜 ・

通信 
   

 

 
夜 ・

通信 
 

 

 
 

 
夜 ・

通信 
   

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページにて公表する。「学生便覧」 

https://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/site/kaigofukushi/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－②【⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人

材の複数配置】 
 
※ 様式第 2号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益財団法人、公益社団法人、医療法

人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。 
 

学校名 北海道介護福祉学校 

設置者名 栗山町 

 

 

１．大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織 

名称 北海道介護福祉学校関係者評価委員会 

役割 

質の高い実践的な職業教育等を実施し、学校運営の改善と充実を目指すた

め、次の事項を審議する。 

・学校の自己点検評価をもとに専門的かつ客観的評価を実施。 

・評価内容から学校運営の改善提案。 

 

 

 

 

２．外部人材である構成員の一覧表 
前職又は現職 任期 備考（学校と関連する経歴等） 

他自治体教育委員会職員 
2019.12.9～

2021.3.31 
在学生保護者 

社会福祉法人  

業務統括課長 

2019.12.9～

2021.3.31 
卒業生 

元社会教育委員 
2019.12.9～

2021.3.31 
地域住民 

社会福祉法人 

施設長 

2019.12.9～

2021.3.31 
関係施設役職員 

栗山小学校校長 
2019.12.9～

2021.3.31 
小中学校との連携 

栗山高等学校校長 
2019.12.9～

2021.3.31 
連携協定校 

（備考）※令和 3年 7月以降改選予定  

平成 30年 5月 15日北海道介護福祉学校関係者評価委員会設置要綱 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 北海道介護福祉学校 

設置者名 栗山町 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基

準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表しているこ

と。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画は、前年度授業計画及び授業実績を踏まえ、学内（校長及び教務課）において、

次年度授業計画編成にあたっての意見交換及び編成方針を確認し、学内教務課で非常勤

講師の選任も含めた具体的な授業計画を策定する。 

 シラバスについては、授業計画に基づき、各教科目担当者に説明を行った上で、各教科

目担当者に授業計画案を策定してもらい、内容確認の上、シラバスとして作成している。 

 作成したシラバスは年度初めのオリエンテーションで学生に配布し、概要を説明。ま

た、各教科目のシラバスについては、年度最初の授業において、担当教員から授業の目標、

内容、授業の方法、到達目標、使用テキスト及び評価方法など具体的な説明している。 

授業計画書の公表方法 学生配布説明及びホームページで公表 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学

修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定しているこ

と。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

（学則第 13条関係） 

授業科目の成績評価は、学年末において、各学期末に行う、試験、実習の成果、履修状

況等を総合的に勘案して行う。 

 講義において出席日数が授業時数の３分の２に達しない者は、その科目について評価

を受けることができない。 

 実習は全ての出席を必要とする。 

 成績評価は次のとおり、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４種を持ってこれを表し、Ｄを不合格とする。 

 （１）Ａ ８０点以上 （２）Ｂ ７０点以上 

（３）Ｃ ６０点以上 （４）Ｄ ５９点以下 

試験において不合格の評価を受けた者は、所定の手続きを経て再試験を受けることが

できる。この場合、再試験に合格した者の成績評価は、Ｂ、Ｃの２段階とする。 

 

 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとともに、

成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

履修科目の成績評価を点数化し、全科目の合計点の平均を算出する（１００点満点で点数

化）。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
ホームページにて公表する。 

https://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/site/kaigofukushi/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施している

こと。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

（学則第 15条関係） 

所定の課程を修了したことについて、卒業認定会議にて、確認し卒業認定をする。 

 所定の課程を修了した者は、専門士（介護福祉専門課程）と称することができる。 

 所定の課程を修了した卒業認定者には、介護福祉士受験資格を与える。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
ホームページにて公表する。「学生便覧」 

https://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/site/kaigofukushi/ 

 

  



  

 

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 北海道介護福祉学校 

設置者名 栗山町 

 

１．財務諸表等 ※公立専門学校で法人が設置者でないため記載不要 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表  

収支計算書又は損益計算書  

財産目録  

事業報告書  

監事による監査報告（書）  
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

教育・社会福

祉 
介護福祉 介護福祉学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

昼 

 

2128単位時間／単位 

938単位

時間/単

位 

660単位

時間/単

位 

530単位

時間/単

位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

2128単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 45人 人 5人 24人 29人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画は、前年度授業計画及び授業実績を踏まえ、学内（校長及び教務課）にお

いて、次年度授業計画編成にあたっての意見交換及び編成方針を確認し、学内教務課

で非常勤講師の選任も含めた具体的な授業計画を策定する。 

 シラバスについては、授業計画に基づき、各教科目担当者に説明を行った上で、各

教科目担当者に授業計画案を策定してもらい、内容確認の上、シラバスとして作成し

ている。 

 作成したシラバスは年度初めのオリエンテーションで学生に配布し、概要を説明。

また、各教科目のシラバスについては、年度最初の授業において、担当教員から授業

の目標、内容、授業の方法、到達目標、使用テキスト及び評価方法など具体的な説明

している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

（学則第 13条関係） 

授業科目の成績評価は、学年末において、各学期末に行う、試験、実習の成果、履

修状況等を総合的に勘案して行う。 



  

 講義において出席日数が授業時数の３分の２に達しない者は、その科目について評

価を受けることができない。 

 実習は全ての出席を必要とする。 

 成績評価は次のとおり、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４種を持ってこれを表し、Ｄを不合格と

する。 

（１）Ａ ８０点以上 （２）Ｂ ７０点以上 

（３）Ｃ ６０点以上 （４）Ｄ ５９点以下 

試験において不合格の評価を受けた者は、所定の手続きを経て再試験を受けることが

できる。この場合、再試験に合格した者の成績評価は、Ｂ、Ｃの２段階とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

学則第 15条関係） 

所定の課程を修了したことについて、卒業認定会議にて、確認し卒業認定をする。 

 所定の課程を修了した者は、専門士（介護福祉専門課程）と称することができる。 

 所定の課程を修了した卒業認定者には、介護福祉士受験資格を与える。 

学修支援等 

（概要） 

学級担任制により、細やかな生活指導、学習指導を実施のほか、学校全体として、介

護福祉士に必要な学修支援を実施。また、就職指導担当教員及び大学等への編入学指

導担当教員を配置している。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 16人 

（100％） 

人 

（  ％） 

16人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

特別養護老人ホーム、介護老人保健施設等 

（就職指導内容） 

担任及び就職指導教員による面談、企業訪問等を通し、学生の進路希望を明確にし、エ

ントリーシートの添削や面接練習等を実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

介護福祉士、レクレーションインストラクター 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  34人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 



  

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任、学校長による面談、相談。進路変更の場合の個別支援。 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

介護福祉

学科  
150,000円 390,000円 400,000円 

入学金：栗山町民は 120,000

円 

   円 円 円  

   円 円 円  

   円 円 円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

ホームページで公表 

https://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/site/kaigofukushi/12156.html/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

質の高い実践的な職業教育等を実施す、学校運営の改善と充実を目指すため、次の事

項を審議する。 

・学校の自己点検評価をもとに専門的かつ客観的評価を実施。 

・評価内容から学校運営の改善提案。 

学校関係者評価の委員 ※令和 3年 7月以降改選予定 

所属 任期 種別 

他自治体教育委員会職員 2019.12.9～2021.3.31 在学生保護者 

社会福祉法人 業務統括課長 2019.12.9～2021.3.31 卒業生 

元社会教育委員 2019.12.9～2021.3.31 地域住民 

社会福祉法人 施設長 2019.12.9～2021.3.31 関係施設役職員 

栗山小学校校長 2019.12.9～2021.3.31 小中学校との連携 

栗山高等学校校長 2019.12.9～2021.3.31 連携協定校 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

ホームページで公表 

https://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/site/kaigofukushi/12156.html/ 

 



  

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/site/kaigofukushi/ 

 



※1年生（新カリキュラム） 北海道介護福祉学校

履修法 時間

人間の尊厳と自立 講義 30
校長

兼教務課長
悪七　尚広

東北福祉大学大学院修士課程修了
北竜町永楽園　業務主幹

地域福祉と支援体制 講義 30
校長

兼教務課長
悪七　尚広

東北福祉大学大学院修士課程修了
北竜町永楽園　業務主幹

介護の基本Ⅰ 講義 120
専任教員

(教務担当参与)
藤田　秀剛

北海道介護福祉学校介護福祉学科卒
東京福祉大学社会福祉学部卒
学校法人西野学園 教員

コミュニケーション技術 講義 60
専任教員

(教務担当参与)
鈴木　敦子

北海道立衛生学院看護婦科卒
特別養護老人ホーム清幌園 看護課長

生活支援技術Ⅰ 講義・演習 80
専任教員

(教務担当参与)
藤田　秀剛

北海道介護福祉学校介護福祉学科卒
東京福祉大学社会福祉学部卒
学校法人西野学園 教員

生活支援技術Ⅱ 講義・演習 150
専任教員

(教務担当参与)
鈴木　敦子

北海道立衛生学院看護婦科卒
特別養護老人ホーム清幌園 看護課長

介護過程Ⅰ 講義・演習 110
専任教員

(教務担当参与)
鈴木　敦子

北海道立衛生学院看護婦科卒
特別養護老人ホーム清幌園 看護課長

介護総合演習Ⅰ 講義・演習 60
専任教員

(教務担当参与)
鈴木　敦子

北海道立衛生学院看護婦科卒
特別養護老人ホーム清幌園 看護課長

発達と老化の理解Ⅱ 講義 30 非常勤講師 齋藤　直美
小樽看護専門学校卒
特別養護老人ホームひだまり大麻　施設長

認知症の理解Ⅰ 講義 44
専任教員

(教務担当参与)
鈴木　敦子

北海道立衛生学院看護婦科卒
特別養護老人ホーム清幌園 看護課長

からだのしくみの理解Ⅰ 講義 52 非常勤講師 梶　　良行
東京医科大学卒
梶整形外科医院　院長

からだのしくみの理解Ⅱ 講義 28
専任教員

(教務担当参与)
鈴木　敦子

北海道立衛生学院看護婦科卒
特別養護老人ホーム清幌園 看護課長

キャリア形成支援講座（1年次） 講義 10
校長

兼教務課長
悪七　尚広

東北福祉大学大学院修士課程修了
北竜町永楽園　業務主幹

情報処理（1年次） 講義 20 非常勤講師 村上　　渉
東海大学工学部土木部工学科卒
モック・システム(有)　代表取締役

レクリエーション活動 講義・演習 60 非常勤講師 矢野　美恵
日本ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ・岩見沢ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ協会会長
福祉ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝﾜｰｶｰ・体育技術指導員

884

※2年生（旧カリキュラム）

履修法 時間

社会福祉援助技術演習 演　習 40 非常勤講師 清水　浩明
道都大学社会福祉学部社会福祉学科卒
ケアハウスサックル施設長

児童家庭福祉論 講　義 30 非常勤講師 千葉　英登
日本社会事業大学社会福祉学部社会事業学科卒
元北海道岩見沢児童相談所長
札幌すぎな園　統括施設長

リハビリテーション 講　義 30 非常勤講師 吉田　順一
札幌医科大学衛生短期大学部卒
北海道社会福祉事業団福祉村デイ活動課課長

レクリエーション活動 講義・演習 30 非常勤講師 矢野　美恵
日本ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　・　岩見沢ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ協会会長・福祉ﾚｸﾘｴｰ
ｼｮﾝﾜｰｶｰ　・　体育技術指導員
岩見沢太極拳協会会長・四川省ﾊﾟﾝﾀﾞ親善大使

介護過程 講義・演習 40 専任教員 藤田　秀剛
北海道介護福祉学校介護福祉学科卒
東京福祉大学社会福祉学部卒
学校法人西野学園 教員

介護総合演習 講義・演習 60 専任教員 鈴木　敦子
北海道立衛生学院看護婦科卒
特別養護老人ホーム清幌園 看護課長

視覚障害 講　義 14 非常勤講師 新井　　宏
関西学院大学文学部卒
岩見沢医師会付属看護高等専修学校□障害講師

言語聴覚障害 講　義 10 非常勤講師 藤田　隆博 栗山町発達サポートセンター

からだのしくみの理解Ⅱ 講　義 34 非常勤講師 佐藤　道明
駒澤大学付属駒澤診療エックス線技師学校卒
元岩見沢保健所予防課長

医

療

的

ケ

ア

講　義 70 専任教員 鈴木　敦子
北海道立衛生学院看護婦科卒
特別養護老人ホーム清幌園 看護課長

人間力教育 講　義 10 非常勤講師 伊達　光男

栗山町職員
自治大学研修修了
元特別養護老人ホームくりのさと事務長
社福）栗山ゆりの会監事

社会福祉現場実習指導 演　習 60
校長

兼教務課長
悪七　尚広

東北福祉大学大学院修士課程修了
北竜町永楽園　業務主幹

情報処理（2年次） 講　義 14 非常勤講師 村上　　渉
東海大学工学部土木部工学科卒
モック・システム(有)　代表取締役

地域活動研究 講義・演習 30
校長

兼教務課長
悪七　尚広

東北福祉大学大学院修士課程修了
北竜町永楽園　業務主幹

キャリア形成支援講座 講　義 30
校長

兼教務課長
悪七　尚広

東北福祉大学大学院修士課程修了
北竜町永楽園　業務主幹

502

授業科目

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表（介護福祉学科）

担当教員 備考

区分

2年コース
担当教員

授業科目

2年コース

人
間
と
社
会

介

護

区分

こ

こ

ろ

と

か

ら

だ

の

し

く

み

備考

そ
の
他

合　　　　　　　　　　　計

介

護

こ

こ

ろ

と

か

ら

だ

の

し

く

み

そ
の
他

合　　　　　　　　　　　計

人

間

と

社

会



北海道介護福祉学校　介護福祉学科　第１学年（33期生：学生数18名）

下位4分の１：GPA1.9以下（８名）

GPA　1.0

GPA　0

GPA（Grade　Point　Average）の数値の分布状況（単位：人）

GPA3.0

１

GPA　3.0

GPA2.0以上3.0未満

13

GPA　2.0

GPA1.0以上

2.0未満

5

下位4分の１

（GPA：1.8）



北海道介護福祉学校　介護福祉学科　第２学年（32期生：学生数１6名）

下位4分の１：GPA1.9以下（８名）

GPA　1.0

GPA　0

GPA（Grade　Point　Average）の数値の分布状況（単位：人）

GPA　3.0

GPA2.0以上3.0未満

13

GPA　2.0

GPA1.0以上

2.0未満

3 下位4分の１

（GPA：2.2）


